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運送業の労災、とにかく多い、「転落・挟まれ」

運転手 積み降し作業時、荷台から転落事故多発
運転手が荷主企業・現場などで荷物を積み降しする際に荷台から誤って転落して負傷する例が目立っている
今後、高所作業での積み降し時に脚立や足場の点検を十分に行うようにしましょう

◇凍結路面 スピードを落とし、車間距離をとり、急ハンドルを控えましょう◇

◇０℃前後の気温のときが特に、スリップの危険が高まる◇

冬道での追い越し・車線変更は事故に直結
危険な追い越し 生命の危険

冬道は…見えない、滑る、曲がれない、止まれない

気を付けないと･･･
落ちるぞ！ すべるぞ！ ぶつかるぞ！

◇足を滑らせ、荷台からの転落にも注意しましょう◇

● 交差点の手前付近は・・・スリップしやすい
● 橋の上付近は・・・・・・・・・スリップしやすい
● 山間部、カーブは・・・・・スリップしやすい
● 樹木による日陰は・・・・・スリップしやすい
● トンネルの出入り口は・スリップしやすい

夕暮れの時間帯は要注意

※ 「バック確認OK 」

※ 「交差点確認OK 」

※ 「積み降ろし確認OK 」

◆労災事故防止 トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

◆作業前、『事前打合せ』を行い、安全に作業を行いましょう◆

◇見直そう 「慣れ」の作業◇

駐車場から右折で･･･軽ワゴン車が出てきた
大型トラックと正面衝突 軽ワゴン車の男性重傷

◇駐車場を出る時は・・・十分に余裕を持って、直進車・歩行者に注意し行いましょう◇
◇駐車場から出る時は、左右・周囲の安全確認 特に右折は注意しましょう◇

２０２０／１２／１８（金） １２：５７
１７日午後９時半すぎ、山口県の国道で、走ってきた大型トラックと駐車場から右折しようと出てきた軽ワゴン

車が、正面衝突しました。この事故で、軽ワゴン車を運転していた会社員の男性（２７）が病院に運ばれ、胸の骨
を折るなどの重傷を負いました。大型トラックの男性にけがはありませんでした。

下り坂の緩やかなカーブ 曲がり切れず電柱に衝突
タクシーの運転手と乗客2人死亡

◇『カーブの手前』、『下り坂』、スピードを落として走行しましょう◇
◇対向車とすれ違うときは、あらかじめ十分な減速 ◇

２０２０／１２／１８（金） １２：３１
１７日午後９時前、福岡県で、タクシーが道路脇の電柱に衝突した。タクシーには４人が乗っていて、運転手の男

性（７４）と乗客の男性（７２）の２人が死亡した。このほか、男性客の妻と娘が病院で手当てを受けているが、と
もに意識はあるという。現場は下り坂の緩やかなカーブで、警察は、タクシーがカーブを曲がりきれずに電柱に
衝突したのではないかとみて、事故の原因を調べている。

夜6時 信号のない交差点 右から横断の高齢女性
軽自動車にはねられ死亡、運転手の男性を現行犯逮捕

「ぶつかるまで気づかなかった」
◇「夜間」･･･右からの横断歩行者に注意しましょう◇

２０２０／１２／１７（木） ２３：０７
１７日午後６時２０分ごろ、鹿児島県の信号機のない交差点で、横断歩道を渡っていた近くの女性（８８）が

左からきた軽自動車にはねられ死亡しました。警察は軽自動車を運転していた会社員の男性容疑者（２０）を現
行犯で逮捕しました。警察の調べに容疑者は「ぶつかるまで気づかなかった」と話している。


